
令和８年度 見本市出展報告書 

事業所名： 株式会社ミヤマプランニング 

1.見本市の概要 

見本市名 インテリアライフスタイル TOKYO2026 

会期 202６年６月１０日(水)～１２日（金） 

場所 東京ビッグサイト 

2.出展の詳細 

出展回数 通算 16 回  

出展小間数 １ 小間 

３. 見本市へ出展する目的  

この展示会については、16 回目となるため既存の顧客への定期的な提案がメインとなりま 

す。新規顧客への開拓といった意味合いもございますが、メーカーである強みを訴求して行

く場にもなる目的もございます。                                      

４．会期中について 

展示した商品内容（出展商品名、新商品・従来品の割合等） 

新製品としては、hibi オーバルタンブラー、あつらか茶碗、モレゥお重、ペリートオーバルボ 

ウル、グートです。既存の製品との割合では、3：7 で新製品の方が少ないですが、OEM 色 

替えなどの提案製品も含んでいます。例えば、2 月ギフトショーに出品した SONAE やクラ 

ストの他 isola パレットプレートの色替え提案を出品しました。                   

販売力強化戦略（商談成立のための工夫、ブース内の展示の工夫等） 

昨年と同じ什器を使用して、白磁と呉須、white と blue の相性の良さをわかりやすく、 

ビジュアルで訴えるようにしています。配置人員も 3 名体制にして、出来るだけアテンドを 



し、製品毎に説明し、来場者の温度を感じ取って、対応表に記載をするようにしています。 

会期後すぐに対応した顧客の内容を共有し、まずはメールで挨拶をするようにしました。 

５．総括 

来場者の傾向・見本市全般の感想等 

インテリアライフスタイル展の他の展示会が開催されていないこともあり、来場者自体は東 

京近郊のお客さまが多く、地方からのお客さまや海外からの来場所が少なかったです。   

ただ、弊社はこの展示会自体 16 回目を迎えるため、東京近郊の既存の顧客は、ほぼほぼ 

来場して頂けました。出展者自体も減っており、会場も小さいこともあって、ブースの滞在 

時間も長く設定頂けたので、しっかりとアテンドができたという印象です。そのため、製品 

どれかに興味を持っていただけるケースが多かったように感じます。              

出展の成果 

販路開拓員会があることで什器や陳列製品の運搬等やそれにかかるトラック手配などのご 

協力はとてもありがたいことです。また、この展示会に対しての補助金を頂けることは、弊 

が継続して出展できる大きな要因となっています。継続して出展できることで、既存の顧客 

への認知や招致もできていることが、大きな成果となって表れていると思います。      

今後についても瑞浪市という地域に根差した産業の発信に努めて行き、瑞浪市へ貢献でき 

る企業として努めて行きたいと思います。                                

今後の課題と活動方針 ※販路開拓委員会から出展することで得られた成果も含む 

インテリアライフスタイル展自体の来場者数が年々減少していることは否めません。それは、 

国内の東京近郊以外の地方顧客や海外来場者の減少が顕著ですが、弊社としては、それで 

も来て頂けるような魅力的な製品や発信を行って集客をして行く必要があると考えます。 

展示会主催者側へも来場者を増やす工夫も訴えて行く必要もあるかと思いますが、まずは 

弊社として更に来場して頂けるよう仕掛けや工夫を創意して行きたいと思います。      



また、市場をしっかりと捉え、製品の開発にも努めて行きたいと思います。           

6.写真 

 

白磁と呉須、white と blue の相性の良さを 

わかりやすくビジュアルで訴えるブース 

角小間を有効に使った什器配置 


